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区
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
で
は
、
昭
和
60
年
第
1
回
臨
時
会
で
の
審

議
内
容
な
ど
を
む
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
‘

　
第
1
回
臨
時
会
は
、
5
月
8
日
か
ら
20
日
ま
で
1
3
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
臨
時
会
で
は
、
区
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
7
件
と
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ

た
決
議
－
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
長
、
副
議
長
の
辞
職
に
伴
う
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
し
い
議
長
、
副
議
長
が

決
ま
り
ま
し
た
。

コ
斗

／
…
㎜
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回臨時会開：かれる第

⑱
議
長
、
副
議
長
の
選
挙
（
全
員
賛
成
）

議
　
長
　
内
藤
　
義
雄
（
自
民
）

　
　
　
よ
し
も
と
　
　
や
す
ひ
さ

副
議
長
　
吉
本
　
保
寿
（
公
明
）

い
ず
れ
も
「
指
名
推
選
」
に
よ
り
当
選
。

⑯
監
査
委
員
（
議
員
選
出
）
選
任
の

　
同
意
　
一
一
件
（
全
員
賛
成
）

吉
良
　
孝
幸
（
自
民
）

神
宮
　
寿
夫
（
公
明
）

㊨
ウ
ィ
ー
ン
市
ド
ゥ
ブ
リ
ン
グ
区
と

　
の
都
市
提
携
（
全
員
賛
成
）

世
田
谷
区
と
ド
ゥ
ブ
リ
ン
グ
区
相
互
の
市
民
生

活
を
通
じ
て
、
行
政
、
文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
各
分
野
で
の
交
流
を
図
り
、
互
い
の

理
解
と
友
惰
の
き
ず
な
を
深
め
、
も
っ
て
両
都

市
庄
民
の
友
好
親
善
と
世
界
平
和
の
維
持
に
貢

献
す
る
。

　
　
　
　
　
　
な
い
と
う
　
　
よ
し
お

◎
議
長
曝
自
由
灘

皿
ざ

一
と

一
L
土

あ
㎜

｝
任就議長！．副議艮の

　　　　　　裂

　　　　　　長
　が　“，脚　　　　　 士よ　、　　　　45口し
　　　　歳本髪

　　　　翻

㊥
下
水
道
枝
線
工
事
請
負
契
約
の
締

　
結
　
四
件
（
全
員
賛
成
）

O
東
玉
川
二
丁
目
付
近

契
約
金
額
1
1
三
億
一
〇
〇
〇
万
円
　
工
期
H
6
1

年
3
月
2
2
日

O
駒
沢
五
丁
目
、
深
沢
六
丁
目
付
近

契
約
金
額
1
1
三
億
四
三
〇
〇
万
円
　
工
期
0
6
！

年
3
月
2
2
日

O
八
幡
山
一
丁
目
、
船
橋
六
丁
目
付
近

契
約
金
額
目
三
億
三
五
〇
〇
万
円
　
工
期
0
6
1

年
3
月
2
2
日

O
上
北
沢
一
、
三
丁
目
付
近

契
約
金
額
1
1
三
億
九
四
〇
〇
万
円
　
工
期
0
6
1

年
3
月
2
2
日

⑭
専
決
処
分
の
承
認
　
二
件

○
特
別
区
税
条
例
の
一
部
改
正

（
賛
成
多
数
顕
猷
刻
哨
r
瞥
社
虻
眠
r
縣
．
往
民
ク
、
）

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
。
区
民
税

の
均
等
割
額
を
引
き
上
げ
た
こ
と
な
ど
。

私
た
ち
は
、
こ
の
た
び
の
臨
時
会
で
、
議
長
、
一

副
議
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
議
会
…

の
要
職
に
就
任
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
身
に
余
…

る
光
栄
と
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
…

重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
す
。

5
月
8
日
、
当
区
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
。
ウ
ィ
　
一

ー
ン
市
・
ド
ゥ
ブ
リ
ン
グ
区
と
都
市
提
携
の
調
　
｝

印
を
交
わ
し
ま
し
た
。
す
で
に
昭
和
4
5
年
に
は
、
『

カ
ナ
ダ
・
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
…

結
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
契
機
に
、
芸
術
一

文
化
な
ど
を
通
じ
て
の
国
際
交
流
が
一
層
活
発
　
「

化
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
区
政
の
現
状
を
見
ま
す
と
、
安
全
で
『

快
適
、
文
化
の
か
お
り
高
い
ま
ち
「
ヒ
ュ
ー
マ
　
…

ン
都
市
世
田
谷
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
着
実
な
…

歩
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

区
議
会
と
い
だ
し
ま
し
て
も
、
議
決
機
関
の
　

使
命
を
認
識
し
て
、
時
代
の
変
化
に
即
応
し
、

区
民
の
皆
様
の
む
要
望
に
沿
っ
た
区
政
を
よ
り
㎜

一
層
推
進
す
る
た
め
、
議
員
全
員
が
一
丸
と
な
一

っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
世
田
谷
区
の
発
展
の
た
め
、
皆
一

様
の
む
理
解
と
O
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
…

し
て
、
就
任
の
O
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

O
自
動
車
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
額
の
決
定

（
全
員
賛
成
）

㊧
常
任
委
員
の
選
任
、
特
別
委
員
会

　
の
設
置
と
委
員
の
選
任
（
全
員
賛
成
）

　
2
ぺ
ー
ジ
の
構
成
表
の
と
お
り
。

○
決
議
（
議
員
提
出
議
案
）
（
全
員
賛
成
）

O
平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議

平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議

　
世
界
の
恒
久
平
和
は
、
人
類
共
通
の
願
い

で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
米
・
ソ
両
大
｝

国
に
よ
る
核
軍
拡
競
争
や
国
家
間
の
局
地
的

紛
争
は
、
一
段
と
激
化
し
、
世
界
の
平
和
に

深
刻
な
脅
威
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
世
田
谷
区
議
会
は
、
平
和
を
求

め
る
世
田
谷
区
民
の
願
い
に
こ
た
え
、
世
界

．
の
国
々
が
国
際
間
の
緊
張
緩
和
に
努
力
し
、

ユ

我
が
国
が
今
後
と
も
核
兵
器
を
作
ら
ず
持
た

・
ず
持
ち
込
ま
せ
ず
の
「
非
核
三
原
則
」
を
堅
持

し
て
い
く
こ
と
を
強
く
希
求
し
、
こ
こ
に
核

｝
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
誓
い
、
　
～

［
「
平
和
都
市
」
で
あ
る
こ
と
を
決
議
す
る
。
　
｝

「
…
　
　
　
匹
ー
E
」
r
」

憂．

・

　
　
　
／

／
／
／



〔麟図闘翁因8◎劇購別区を「市」にしよう

　　　　　　身近な行政で豊かな暮ゆ

会派別議賞饗簿灘蘇麟難繋
自　由　民　主　党（26人）

氏　　名 郵便番号 住　　　　　所 電話番号
荒木義一 156 桜上水一丁目1－7－102 （302）7485

五十畑孝司 156 経　堂一丁目11－4 （429）0238

宇田川国一 154 上　馬二丁目18－12 （410）2838

内山武次 154 上　馬四丁目27－11 （422）1940

大高定左右 154 上　馬四丁目20－8 （414）0622

吉良孝幸 154 若　林五丁目8－6 （413〉4691

小谷　　勝 154 梅　丘一丁目10－14 （420）2338

小畑敏雄 157 成　城四丁目19－7 （484）8848
ノj・山菊男 157 北烏山九丁目3－30 （300）5732

宍戸鉄男 156 松　原三丁目29－18 （325）0555

菅田昌宏 158 等々力三丁目6－9 （704）3808

鈴木昌二 158 玉　川二丁目5－7 （709）3422

大　千代子 154 駒　’沢四丁目15－20 （421）1383

高橋八重子 155 代　沢三丁目25－4 （413）5871

近岡秀輔 158 奥　沢一丁目11－16 （720）4498

土田正人 155 代　田六丁目18－9 （468）0457

土橋　　賀 154 太子堂二丁目7－8 （421）7198

内藤義雄 154 世田谷一丁目23－15 （426）5151

中村大吉 154 下　馬一丁目33－2 （424）3217

浜中光揚 156 船　橋四丁目28－15 （484）3314

原　　秀吉 158 上野毛一丁目25－8 （703）2506

原田正幸 158 奥　沢三丁目12－7 （720）2576

平山八郎 157 祖師谷五丁目3－2 （482〉5700

宮田玲人 156 羽根木二丁目5－23 （323）4909

山口　　昭 158 等々力二丁目23－6サンコーポラス305 （704）5060

山沢修自 154 桜新町一丁目14－20 （429）5935
羅・誉建騨；「 公 明　　　　　党（9人）

大沢孝明 155 北　沢二丁目40－9 （469）0015

甲斐円治郎 157 北鳥山一丁目52－10 （307〉2188

久保田　望 154 太子堂四丁目30－16 （411）2373

迫田参雄 156 桜　　　二丁目18－32 （420）5323

神宮寿夫 157 祖師谷六丁目10－8 （482）9592

中塚　　護 158 玉　川四丁月18－4 （709）1909

平塚信子 154 梅　丘一丁目49－8 （420）0240

吉本保寿 157 大　蔵三丁目4－25－503 （417）3862

和田　　勉 158 奥　沢七丁目24－20 （704）3395
摂融遜費飼 日 本　　共　　産　　党（6人） 　．嘩へ「∫頁ヌ

鮨マ1一ヤぢ窄・“曲・一

石原芳雄 158 奥　沢三丁目8－6 （727）0468

笹尾　　淑 157 南烏山二丁目8－1－1012 （308）2413

内藤邦雄 157 千歳台二丁目12－24 （484）2772

三井勝雄 156 船　橋五丁目17－7－108 （303〉5834
森　　　　寿 154 太子堂四丁目5－2 （411）9494

山崎治茂 156 赤　堤三丁目31－15 （321）0597
▼誉ヨ1＝

日 本　　社　　会　　党（6人）

大場暢子 157 南鳥山六丁目28－3－301 （300）0774

唐沢敏藁 158 奥　沢三丁目27－11 （727）2950

斉藤国男 154 池　尻四丁目23－11 （413）5018

桜井征夫 156 経　堂四丁目34－16－325 （426〉7291

高橋　　忍 158 中　町五丁目9－11－102 （704）2528

森田キミ 157 上祖師谷一丁目34－13 （300）4803

，購欝良 民 社　　　　　党（3人）

折居俊武 158 奥　沢一丁目2－8－602 （728）0291

長谷川七郎 157 大　蔵一丁目7－9 （417）3939

丸山孝夫 154 太子堂三丁目18－2 （422）8882
鷲 無所属・社会民主クラブ（3人）

下条忠雄 157 千歳台二丁目14－15 （482）0033
東　　ま　さ 158 瀬　田四丁目9－8 （700）4075

本多シズエ 157 砧　　三丁目31－26 （415）3053

民 社　　ク　　ラ　　ブ（1人）
　　　　蝕
高木正忠 157 成　城四丁目27－8 （483）0088

生 活　　ク　　ラ　　ブ（1人） ’、

　　韓　　　　着　卜畠

田ロイシ子 157 給　田二丁目12－1－312 （308）5644

審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

圖
採
択
五
件

◇
児
童
館
。
学
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
に
関
す
る
請
願

　
（
三
宿
二
丁
目
3
0
）

◇
障
害
者
の
更
生
援
護
施
設
（
通
所
）
建
設
に
関

　
す
る
請
願
（
農
林
水
産
省
独
身
寮
跡
地
）

◇
児
童
館
建
設
に
関
す
る
請
願
（
三
軒
茶
屋
小
学

　
校
区
内
）

　
　
以
上
の
三
件
に
は
「
願
意
に
沿
う
よ
う
努

　
　
力
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
が
つ
け
ら
れ
た
。

◇
区
道
拡
幅
に
関
す
る
請
願
（
玉
川
三
丁
目
－
番

　
先
）

◇
駐
車
場
設
置
に
関
す
る
講
願
（
太
子
堂
四
丁
目

　
2
）

留
取
下
承
認
　
二
件

◇
非
核
平
和
都
市
宣
言
等
を
求
め
る
請
願

◇
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
求
め
る
請
願

新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

圃
企
画
総
務
委
員
会
へ
付
託
　
二
件

O
国
旗
掲
揚
と
国
歌
斉
唱
に
関
す
る
請
願

O
国
旗
掲
揚
と
国
歌
斉
唱
に
関
す
る
講
願

圏
都
市
整
備
委
員
会
へ
付
託
　
三
件

O
仮
称
ス
タ
ー
ハ
イ
ツ
経
堂
建
設
友
対
に
関
す
る

　
請
願
（
宮
坂
三
丁
目
1
0
）

O
ユ
ー
ス
ピ
ア
田
園
調
布
建
設
反
対
に
関
す
る
請

　
願
（
東
玉
川
二
丁
目
4
1
）

O
歩
道
設
置
に
関
す
る
講
願
（
祖
師
谷
公
社
庄
宅

内
）

議長内藤義雄自由駐党　副議長吉本保寿公明党

　9二綴長委員会錨讐艘．
企
画
総
務

◎
荒
木
義
ズ
自
民
）

O
折
居
　
俊
武
（
民
　
社
）

　
五
十
畑
孝
司
（
自
　
民
）

　
小
畑
　
敏
雄
（
自
　
民
）

　
小
山
　
菊
男
（
自
　
民
）

　
土
橋
　
　
　
賀
（
自
　
　
民
）

　
平
山
　
八
郎
（
自
　
民
）

　
久
保
田
　
望
（
公
　
朋
）

和
田
　
勉
（
公
明
）

笹
尾
　
淑
（
共
産
）

　
森
田
　
キ
ミ
（
社
　
会
）

本
多
シ
ズ
エ
（
無
・
社
民
ク
）

区
民
生

◎
三
井
　
勝
雄
（
共

O
鈴
木
　
昌
二
（
自

　
菅
田
　
昌
宏
（
自

土
田
正
人
（
自

　
内
藤
義
雄
（
自

原
　
秀
吉
（
自

大
沢
孝
明
（
公

平
塚
信
子
（
公

石
原
芳
雄
（
共

大
場
暢
子
（
社

舎奪嬰盟墨唇墨尋尋引活常

田
ロ
イ
シ
子
（
生
活
ク
）

任
委
員

福
祉
保
健

◎
唐
沢
　
敏
美
（
社
　
会
）

Q
森
　
　
寿
（
共
産
）

　
宇
田
川
国
一
（
自
　
民
）

　
高
橋
八
重
子
（
自
　
民
）

　
中
村
　
大
吉
（
自
　
民
）

　
浜
中
　
光
揚
（
自
　
民
）

　
宮
田
　
玲
人
（
自
　
民
）

　
甲
斐
円
治
郎
（
公
　
明
）

　
高
僑
　
　
忍
（
社
　
会
）

　
長
谷
川
七
郎
（
民
　
社
）

　
東
　
　
ま
さ
（
無
在
民
ク
）

会
都
市
整

◎
山
口
　
昭
（
自

O
斉
藤
国
男
（
社

　
大
高
定
左
右
（
自

　
吉
良
孝
幸
（
自

　
大
千
代
子
（
自

高内神迫近木藤宮田岡
秀
輔
（
自

参
雄
（
公

寿
夫
（
公

邦
雄
（
共

産明明民民民民会民備）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）

正
忠
（
民
社
ク
）

文◎
原
田

O
中
塚下丸桜山吉山宍小内条山井崎本沢戸谷山

正
幸
（
自

　
護
（
公

武
次
（
自

　
勝
（
自

鉄
男
（
自

修
白
（
自

保
寿
（
公

治
茂
（
共

征
夫
（
社

孝
夫
（
民

教
柱会産明民民民民明民）　 ）　 ）　）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）

忠
雄
（
無
・
社
民
ク
）

交
通
対
策

◎
丸
山
　
孝
夫
（
民
　
社
）

O
大
高
定
左
右
（
自
　
民
）

　
五
十
畑
孝
司
（
自
　
民
）

小
谷
　
勝
（
自
民
）

　
中
村
　
大
吉
（
自
　
民
）

　
原
田
　
正
幸
（
自
　
民
）

　
由
沢
　
修
白
（
自
　
民
）

　
甲
斐
円
治
郎
（
公
　
明
）

　
迫
田
　
参
雄
（
公
　
明
）

　
神
宮
　
寿
夫
（
公
　
明
）

　
石
原
　
芳
雄
（
共
　
産
）

笹
尾
　
淑
（
共
産
）

　
斉
藤
　
国
男
（
社
　
会
）

　
東
　
　
ま
さ
（
無
在
民
ク
）

　
　
特
別

特
別
区
制
調
査

◎
下
条
　
忠
雄
（
無
・
社
民
ク
）

O
小
畑
　
敏
雄
（
自

　
宇
田
川
国
ズ
自

折高三平大山宮内宍居橋井塚沢口田藤戸
鉄
男
（
自

義
雄
（
自

玲
人
（
自

　
昭
（
自

孝
明
（
公

信
子
（
公

勝
雄
（
共

　
忍
（
社

俊
武
（
民

委社：会産明明民民民民民民）　）　）　）　）　 ）　 ）　）　）　）　 ）

員
会

下
水
道
促
進

◎
小
由

O
大
場

吉
良

菅
田

・
鈴
木

菊
男
（
自

暢
子
（
社

孝
幸
（
自

昌
宏
（
自

昌
二
（
自

高
橋
八
重
子
（
自

高桜内和吉原浜木井藤田本　 中

光
揚
（
自

秀
吉
（
自

保
寿
（
公

勉
（
公

邦
雄
（
共

征
夫
（
社

会産明明民民民民民民会民）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）

正
忠
（
民
社
ク
）

田
ロ
イ
シ
子
（
生
活
ク
）

区
民
健
康
村
等
建
設

◎
平
山
　
八
郎
（
自

0
山
崎
　
治
茂
（
共

荒
木
義
一
（
自

内
山
武
次
（
自

大
千
代
子
（
自

近
岡
秀
輔
（
自

土
田
正
人
（
自

土
橋
　
賀
（
自

久
保
田
望
（
公

中
塚
　
護
（
公

森
　
　
寿
（
共

唐
沢
敏
美
（
社

　
森
田
　
キ
ミ
（
社

長
谷
川
七
郎
（
民

社会会産明明民民民民民民産民）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）

本
多
シ
ズ
エ
（
無
燕
民
ク
）
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　特別区を「市」に

　　するための

促進大会スローガン

O身近な行政でゆたかな暮し

O財源を確保して「市」に昇格

0特別区を「市」にして更に発展
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O
梅
雨
入
り
も
間
近
で
す
が
、
空
模
様
は
ど
う
で

　
し
ょ
う
か
。
春
は
雨
ば
か
り
で
、
う
っ
と
う
し

　
さ
に
閉
口
し
ま
し
た
が
、
カ
ラ
梅
雨
で
水
不
足

　
に
な
っ
て
も
困
り
も
の
で
す
。
と
も
あ
れ
、
カ

　
ビ
が
生
え
た
り
、
食
物
が
腐
敗
し
た
り
す
る
季

　
節
。
健
康
保
持
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
O
注
意
く
だ

　
さ
い
。

○
こ
の
第
1
回
臨
時
会
で
、
議
会
の
構
成
が
変
わ

　
り
ま
し
た
の
で
、
会
派
別
議
員
名
簿
と
併
せ
て

　
議
会
の
構
成
表
を
掲
載
し
ま
し
た
。
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

○
目
の
む
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
前
号
か
ら
区

　
議
会
だ
よ
り
の
テ
ー
プ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
利
用
方
法
、
そ
の
ほ
か
区
議
会
に
関
す
る

　
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
区
議
会
事
務
局
調
査
係

　
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
電
話
（
姫
）
一
一
一
一
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